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主
催
者
挨
拶
と
御
来
賓
祝
辞

令
和
五
年
一
一
月
一
日
（
水
）
午
後
二
時
か
ら
東
京
都
千
代
田
区
隼

町
の
グ
ラ
ン
ド
ア
ー
ク
半
蔵
門
「
富
士
の
間
」
に
お
い
て
、「
離
島
振
興

七
〇
周
年
記
念
功
労
者
表
彰
式
典
」（
主
催
：
全
国
離
島
振
興
協
議
会
）を
開

催
し
た
。

離
島
振
興
法
施
行
お
よ
び
全
国
離
島
振
興
協
議
会
設
立
七
〇
周
年
を

記
念
し
た
同
式
典
は
、
今
日
ま
で
の
離
島
振
興
の
成
果
を
生
か
し
つ
つ
、

新
た
な
時
代
の
要
請
に
対
応
し
た
離
島
振
興
を
展
望
し
、あ
わ
せ
て
、こ

れ
ま
で
の
離
島
振
興
に
多
大
な
功
績
を
残
さ
れ
た
関
係
の
方
々
を
顕
彰

す
る
も
の
で
あ
る
。

式
典
は
、「
功
労
者
表
彰
式
」「
記
念
講
演
」「
記
念
祝
賀
会
・
感
謝

会
」
の
三
部
構
成
。
会
場
は
、
全
国
各
地
の
離
島
か
ら
参
集
さ
れ
た
受

賞
者
や
関
係
者
な
ど
、
多
く
の
列
席
者
で
埋
め
尽
く
さ
れ
、
華
や
か
な

ム
ー
ド
に
包
ま
れ
た
。

主
催
者
挨
拶
で
は
、野
口
市
太
郎
全
離
島
会
長
（
長
崎
県
五
島
市
長
）
が
、

昭
和
二
八
年
の
離
島
振
興
法
制
定
以
来
、
政
府
お
よ
び
国
会
の
支
援
に

よ
る
離
島
振
興
関
係
施
策
の
着
実
な
実
施
と
、
離
島
住
民
の
方
々
の
不

断
の
努
力
に
感
謝
の
意
を
表
し
、
多
く
の
離
島
で
は
過
疎
化
に
歯
止
め

が
か
か
ら
ず
、高
齢
化
も
さ
ら
に
進
展
し
つ
つ
あ
る
現
況
を
説
明
。「
離

島
は
、
わ
が
国
の
領
域
・
排
他
的
経
済
水
域
の
保
全
と
利
活
用
な
ど
国

家
的
・
国
民
的
貢
献
を
な
す
骨
格
国
土
と
し
て
の
重
要
な
役
割
を
担
っ

て
い
る
。
国
際
的
な
海
洋
権
益
の
争
奪
が
加
速
化
す
る
今
日
、
離
島
定

住
の
重
要
性
は
極
め
て
大
き
く
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
叡
智
を
結
集
し
た

地
域
戦
略
が
求
め
ら
れ
て
い
る
」
と
訴
え
、「
こ
れ
か
ら
も
離
島
が
確
固

と
し
て
存
在
し
、
国
益
に
資
す
る
こ
と
の
で
き
る
地
域
で
有
り
続
け
ら

れ
る
よ
う
、
新
し
い
離
島
振
興
法
の
下
で
こ
れ
ま
で
以
上
に
活
性
化
に

向
け
た
努
力
を
重
ね
て
い
き
た
い
」
と
誓
っ
た
。

来
賓
祝
辞
で
は
、本
式
典
に
ご
後
援
を
い
た
だ
い
た
国
土
交
通
省
、総

務
省
、
農
林
水
産
省
、
文
部
科
学
省
、
厚
生
労
働
省
、
経
済
産
業
省
、
環

全
離
島
事
務
局

離
島
振
興
七
〇
周
年
記
念
功
労
者
表
彰
式
典
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境
省
、
内
閣
府
の
関
係
八
府
省
を
代
表
し
て
斉
藤
鉄
夫
国
土
交
通
大
臣

（
代
理
：
國
場
幸
之
助
同
副
大
臣
）
が
挨
拶
。
離
島
地
域
に
お
け
る
産
業
、教

育
・
文
化
、
医
療
・
福
祉
、
行
政
な
ど
の
分
野
で
多
大
な
貢
献
を
さ
れ

た
方
々
に
深
い
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、「
新
た
な
離
島
振
興
法
の

下
、
国
の
離
島
振
興
推
進
の
先
頭
に
立
ち
、
住
民
生
活
を
支
え
る
取
り

組
み
は
も
ち
ろ
ん
、
離
島
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
、
移
住
・
定
住
に
向

け
た
環
境
整
備
な
ど
を
一
層
進
め
て
い
き
た
い
。
受
賞
者
の
皆
様
が
積

み
重
ね
て
き
た
取
り
組
み
は
、
離
島
振
興
の
大
き
な
礎
で
あ
り
、
そ
の

上
に
理
想
の
未
来
を
築
い
て
い
け
る
よ
う
、
島
に
暮
ら
す
方
々
や
自
治

体
、
島
に
関
心
を
持
つ
方
々
な
ど
と
力
を
合
わ
せ
な
が
ら
、
離
島
振
興

に
尽
力
し
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

第
一
部　
功
労
者
表
彰
式

来
賓
紹
介
の
の
ち
、
功
労
者
表
彰
式
に
移
っ
た
。
国
土
交
通
大
臣
表

彰
式
に
は
、
全
国
三
七
名
の
受
賞
者
（
一
般
住
民
等
二
六
名
、
市
町
村
長
等

特集　離島振興功労者表彰　功労者表彰式典

受賞者や関係者など多くの列席者で埋め尽くされた。

関係8府省を代表して斉藤鉄夫国土交通大臣の代わりに祝辞を
述べる國場幸之助同副大臣。

野口市太郎全離島会長の挨拶。新しい離島振興法の下、これまで
以上に離島の活性化に向けて尽力していきたいと誓った。
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一
一
名
）
の
う
ち
三
〇
名
が
列
席
。
受
賞
者
を
代
表
し
て
浅
沼
孝
彦
氏

（
株
式
会
社
あ
さ
ぬ
ま
商
店
代
表
／
八
丈
町
商
工
会
顧
問
）
が
、
國
場
国
土
交
通

副
大
臣
よ
り
表
彰
状
と
記
念
品
を
受
け
取
っ
た
。
浅
沼
氏
は
、
東
京
都

八
丈
町
に
て
家
業
で
あ
る
「
あ
さ
ぬ
ま
商
店
」
の
経
営
を
通
し
て
、
島

内
の
雇
用
の
創
出
、
商
工
業
の
活
性
化
や
観
光
業
の
促
進
な
ど
八
丈
島

の
発
展
に
尽
力
。
ま
た
、
八
丈
町
商
工
会
で
の
活
動
を
通
じ
て
町
内
の

小
規
模
事
業
者
の
支
援
を
行
な
う
な
ど
地
域
づ
く
り
に
多
大
な
貢
献
を

さ
れ
た
。

続
く
受
賞
者
謝
辞
で
は
、
元
長
崎
県
五
島
市
議
会
議
長
の
中
尾
剛
一

氏
が
受
賞
者
を
代
表
し
て
登
壇
。
議
員
と
し
て
取
り
組
ん
だ
、
航
路
の

時
間
を
大
き
く
短
縮
す
る
ジ
ェ
ッ
ト
フ
ォ
イ
ル
就
航
な
ど
、
五
島
振
興

の
成
果
を
紹
介
し
た
。
ま
た
、国
境
離
島
の
重
要
性
に
言
及
。「
平
成
二

八
年
に
成
立
し
た
有
人
国
境
離
島
法
は
、
航
路
・
航
空
路
の
運
賃
低
廉

化
、
農
林
水
産
物
の
輸
送
コ
ス
ト
の
軽
減
、
雇
用
機
会
拡
充
、
滞
在
型

観
光
の
促
進
な
ど
、
五
島
を
含
む
国
境
離
島
地
域
に
住
む
者
に
と
っ
て

無
く
て
は
な
ら
な
い
法
律
で
あ
る
」
と
、
同
法
の
成
立
に
尽
力
さ
れ
た

谷
川
弥
一
衆
議
院
議
員
は
じ
め
衆
参
国
会
議
員
、
関
係
機
関
へ
の
感
謝

の
意
を
表
し
、「
国
土
交
通
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
た
皆
様
と
同
様
、今

後
と
も
離
島
地
域
の
発
展
の
た
め
に
微
力
を
尽
く
す
所
存
で
す
」
と
結

ん
だ
。

●

そ
の
後
、「
全
国
離
島
振
興
協
議
会
会
長
表
彰
」
を
行
な
い
、会
長
特

別
表
彰
受
賞
者
八
名
（
一
般
住
民
等
二
名
、市
町
村
長
等
六
名
）
を
代
表
し
て

山
田
吉
彦
氏
（
東
海
大
学
教
授
）
に
、
会
長
表
彰
受
賞
者
三
七
名
（
市
町
村

全国37名の国土交通大臣表彰受賞者を代表
して國場国交副大臣から表彰状を授与された
浅沼孝彦氏（左）。

中尾剛一元長崎県五島市議会議長による受
賞者謝辞。

会長特別表彰・会長表彰受賞者を代表して
挨拶する升谷 健前島根県西ノ島町長。
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で
あ
る
。
大
臣
表
彰
受
賞
者
を
は
じ
め
関
係
者
が
会
場
を
埋
め
つ
く
し
、

両
氏
か
ら
語
ら
れ
る
森 

國
久
氏
の
功
績
や
離
島
に
対
す
る
想
い
、エ
ピ

ソ
ー
ド
な
ど
の
話
に
熱
心
に
耳
を
か
た
む
け
た（
記
念
講
演
の
概
要
は
四
七

頁
参
照
）。

第
三
部　
記
念
祝
賀
会
・
感
謝
会

午
後
六
時
か
ら
同
館
内
「
富
士
の
間
」
に
て
、
記
念
祝
賀
会
・
感
謝

会
を
開
催
し
た
。
受
賞
者
は
も
ち
ろ
ん
、
盛
山
正
仁
文
部
科
学
大
臣
を

は
じ
め
、
衆
参
国
会

議
員
並
び
に
各
省
庁

関
係
者
、
関
係
団
体

の
方
々
な
ど
が
詰
め

か
け
大
変
な
賑
わ
い

を
見
せ
た
。�

■

特集　離島振興功労者表彰　功労者表彰式典

盛山文科大臣をはじ
め、多数の衆参国会
議員や各省庁関係
者などが詰めかけ賑
わいを見せた記念
祝賀会・感謝会。

長
等
二
四
名・本
部
及
び
支
部
職
員
等
一
三
名
）を
代
表
し
て
肥
後
正ま

さ

司し

氏（
鹿

児
島
県
十
島
村
長
）
に
、
そ
れ
ぞ
れ
野
口
全
離
島
会
長
よ
り
表
彰
状
と
記

念
品
が
贈
ら
れ
た
。

前
島
根
県
西
ノ
島
町
長
の
升
谷 

健け
ん

氏
が
会
長
特
別
表
彰
お
よ
び
会

長
表
彰
受
賞
者
を
代
表
し
て
挨
拶
。
Ｉ
Ｔ
企
業
の
誘
致
、
高
校
生
ま
で

の
医
療
費
無
償
化
な
ど
の
子
育
て
支
援
策
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
図
書
館
の

建
設
な
ど
町
長
と
し
て
取
り
組
ん
だ
事
例
を
紹
介
。
ま
た
、
全
国
離
島

振
興
協
議
会
副
会
長
と
し
て
臨
ん
だ
離
島
振
興
法
の
改
正
・
延
長
を
振

り
返
り
、
他
の
受
賞
者
と
と
も
に
今
後
と
も
離
島
地
域
の
発
展
に
尽
力

し
た
い
と
の
謝
辞
を
述
べ
、
表
彰
式
は
盛
会
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
た
。

第
二
部　
記
念
講
演

午
後
四
時
か
ら
は
、
会
場
を
同
館
内
別
フ
ロ
ア
「
華
の
間
」
に
移
し
、

森
国
久
顕
彰
会
副
会
長
の
田
口
宏
昭
氏
お
よ
び
同
理
事
の
森 
純
子
氏

に
よ
る
記
念
講
演
を
実
施
し
た
。
講
演
の
テ
ー
マ
は
そ
れ
ぞ
れ
「
離
島

振
興
法
な
か
り
せ
ば
―
森 

國
久
の
遺
言
」
と
「
島
を
歩
く
こ
と
、島

人
と
出
遇
う
こ
と
―
森 

國
久
の
草
の
根
民
主
主
義
の
実
践
」。
森 

國

久
氏
は
、
熊
本
県
旧
樋
島
村
長
や
合
併
後
の
旧
龍
ヶ
岳
町
長
を
務
め
る

と
と
も
に
、
全
国
離
島
振
興
協
議
会
の
副
会
長
と
し
て
、
天
草
五
橋
の

架
橋
を
は
じ
め
全
国
の
離
島
振
興
に
奔
走
さ
れ
た
が
、
病
の
た
め
、
悲

願
の
五
橋
の
完
成
を
見
る
こ
と
な
く
四
八
歳
の
若
さ
で
急
逝
さ
れ
た
方


